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平成23年２月４日 

各 位 

 

会 社 名   株式会社 積水工機製作所 

代表者名  代表取締役社長 矢 澤 征 一 

（コード番号 ６４８７ 大証第２部） 

問合せ先  経営企画室長   湯川 浩次 

ＴＥＬ ０７２－８５８－１１２１ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年 11 月 12 日に公表した連結業績予想および平成 22年８月

６日に公表した個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成23年３月期通期業績予想の修正（平成22年 4月１日～平成23年 3月 31日） 

 

（１）連結                             (単位：百万円未満切捨、％) 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回(平成22年11月12日)発表予想 （Ａ） ５,７００ △１９０ △１５０ △２３０ 
円 銭
△24.79

今回修正予想 （Ｂ） ５,６００ △３００ △２６０ △３４０ △36.65

増 減 額       （Ｂ－Ａ） △１００ △１１０ △１１０ △１１０ ―

増 減 率       （％） △１.８ ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 
(平成22年 3月期) 

５,９５３ △１４５ △１１４ △１２５ 
円 銭
△13.54

 

（２）個別                              (単位：百万円未満切捨、％) 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり

当期純利益

前回(平成22年8月6日)発表予想 （Ａ） ３,９００ △２４０ △２００ △２２０ 
円 銭
△23.71

今回修正予想 （Ｂ） ３,７００ △３５０ △３１０ △３６０ △38.80

増 減 額       （Ｂ－Ａ） △２００ △１１０ △１１０ △１４０ ―

増 減 率       （％） △５.１ ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年 3月期） 

４,２００ △２８７ △２４５ △２０２ 
円 銭
△21.85
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２．修正の理由 

 

通期の連結業績につきましては、金型部門の主要顧客である自動車メーカー各社の新車開発計画は

第２四半期以降徐々に増加しており、業績は回復に向かいつつありますが、販売価格の低下などによ

り、第３四半期累計期間の実績は計画を大幅に下回りました。産業機器部門は高機能フィルム・シー

ト押出機関連設備の引合いが増加し、第４四半期の業績回復を見込んでいます。金型部門の損益改善

のため、ＳＴＰＳ活動によるコストダウンと徹底した経費の削減、国の助成金制度の活用などに努め

ていますが、通期の売上高、損益とも前回予想を下回る見込みであります。 

個別業績につきましては、金型部門の需要回復の遅れと販売価格が低下したことにより、通期では

前回予想を下回る見込みであります。 

 

 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本

資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる

可能性があります。 

 

 

以 上 

 

 


